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「農のある暮らしの楽しさと喜び」の実践

平成24年９月１日発行平成24年９月１日発行平成24年９月１日発行 第７号第７号

　住宅街の一角で家庭菜園を楽しまれるのは、前市長の鈴木公平さんで
す。２月退職後のわずかな期間に荒地同然であった旧宅跡地を開墾利用
しての菜園です。周辺には取り除いた大小の石ころが山と積まれていま
した。これほどまでの労苦を厭わないのは、在職中に好きな土いじりが
できなかった積年の思いが一気に溢れ出た感がします。
　私の理想は、「大地に根ざし、地域社会にとけこんで自然界と共にあ
る暮らしを普及したい」（著書“折々のこと”より）と述べられ、市の
農業施策に積極的に取り組まれていました。私人となられた今は、農の
ある暮らしを自らの生活で実践されている姿が、この笑顔の中にありま
す。定番のジャガイモ、ナス、トマト、ピーマン、トウモロコシを始め
15種程を栽培。愛用のクワや、新調の耕耘機にもこだわりがあります。
まだまだ１年生と謙遜されますが、農のある暮らしへの情熱と思いは、
今後大きく結実していくことでしょう。　　 （文・写真/ 横粂鈞委員）



2

●
麦
畑
に
立
つ
の
は
、
大
橋
鋭
誌
さ
ん

（
36
歳
・
中
央
）
、
川
部
健
郎
さ
ん
（
37

歳
・
左
）
、
畦
元
翔
太
さ
ん
（
24
歳
・

右
）
で
す
。
大
橋
さ
ん
の
も
と
で
力
を
合

わ
せ
、
夢
あ
る
農
業
を
目
指
す
三
人
で
す
。

通
称
で
「
大
橋
園
芸
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

親
の
代
か
ら
農
業
と
し
て
野
菜
苗
の
育
苗

を
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
商
店
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
稲
作
は
転
作
分
も
含
め

三
十
㌶
、
育
苗
が
約
六
十
五
万
本
の
経
営

規
模
で
す
。
米
は
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」

を
全
作
付
の
四
割
ほ
ど
栽
培
し
て
い
ま
す
。

農
協
ル
ー
ト
で
な
く
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
流

通
米
と
し
て
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
栽
培
品

種
で
す
。
肥
料
少
な
目
、
耕
起
を
極
力
減

ら
し
た
大
橋
流
で
す
。
転
作
の
麦
も
パ
ン

作
り
に
適
し
た
品
種
の
栽
培
を
導
入
す
る

等
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

●
育
苗
経
営
の
最
大
の
転
機
は
接
木
養
生

装
置
を
導
入
し
た
九
年
前
か
ら
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
育
苗
は
温
度
、
日

照
、
湿
度
等
の
管
理
が
難
し
く
十
万
本
程

度
栽
培
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
特
に
接
ぎ
木
苗
は
栽
培
難
度
が

高
く
、
台
木
と
穂
木
の
生
長
具
合
の
調
整

と
接
ぎ
木
し
た
苗
の
養
生
管
理
が
ポ
イ
ン

ト
と
の
こ
と
で
す
。
「
ナ
エ
ピ
ッ
ト
」
は

こ
の
接
ぎ
木
苗
の
養
生
と
活
着
を
自
動
的

に
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
機
械
で
す
。

し
か
し
、
最
初
の
年
は
苗
の
三
割
を
ダ
メ

に
す
る
な
ど
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
数
々
の
工
夫
を
重
ね
、
現
在
は
約
百

八
十
種
の
野
菜
苗
等
を
栽
培
、
接
ぎ
木
苗

十
五
万
本
、
実
生
苗
五
十
万
本
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。
温
室
も
三
棟
か
ら
九
棟

ま
で
に
増
え
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園
用
苗

は
毎
年
新
品
種
が
で
る
の
で
研
究
を
怠
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
。
販
売
も
今

年
か
ら
契
約
栽
培
で
な
く
、
産
直
形
式
で

農
協
を
通
じ
て
販
売
す
る
方
法
に
な
り
、

経
営
者
と
し
て
の
自
己
責
任
が
高
ま
っ
た

反
面
や
り
が
い
が
あ
る
と
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
ま
す
。

●
簡
単
に
言
え
ば
「
夢
の
あ
る
農
業
」
を

し
た
い
。
こ
れ
が
大
橋
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

で
し
ょ
う
。
畦
元
さ
ん
が
大
学
生
と
し
て

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
契
機
に
そ
の
ま
ま
こ
こ

に
就
職
し
て
し
ま
っ
た
の
も
そ
う
し
た
夢

を
感
じ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

友
人
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
シ
ェ
フ
、
近
藤
招

宏
さ
ん
と
自
己
栽
培
農
産
物
を
利
用
し
た

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
開
店
し
た
の
も
そ
の

夢
の
実
現
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
生

産
す
る
だ
け
で
な
く
高
付
加
価
値
を
付
け

て
活
用
す
る
、
こ
れ
を
自
然
体
で
行
っ
て

い
る
の
が
三
人
の
若
い
農
業
者
で
し
ょ
う
。

（
佐
藤
家
三
男
・
横
粂
鈞
委
員
）

野菜育苗65万本と米作野菜育苗65万本と米作
若い力で夢ある農業若い力で夢ある農業
野菜育苗65万本と米作
若い力で夢ある農業

■大橋園芸大橋園芸■■大橋園芸■

寿恵野小のビオトープ水田で田植えの指導。
これから半年間、収穫までの面倒を見なが
ら農業の魅力を伝えます。
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野菜育苗65万本と米作
若い力で夢ある農業

■大橋園芸■

農
業

特
集
記
事

が
ん
ば
る

●
石
楠
町
は
松
平
地
区
に
あ
る
巴
川
沿
い
の

小
さ
な
山
間
集
落
で
す
。
戸
数
は
全
部
で
二

十
四
戸
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
も
高
齢
化

や
山
間
地
ゆ
え
の
農
作
業
の
困
難
さ
が
顕
著

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
全
農
地
面
積
は

わ
ず
か
七
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
き
わ
め
て
少

な
く
、
水
田
に
適
し
た
農
地
は
さ
ら
に
減
り

ま
す
。

　

現
組
合
長
の
伊
藤
喜
代
司
さ
ん
を
中
心
に

「
地
域
の
美
田
を
荒
廃
さ
せ
な
い
。
暮
ら
し

を
少
し
で
も
豊
か
に
し
よ
う
」
と
集
落
営
農

設
立
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
集
落

内
で
話
し
合
い
を
進
め
、
十
八
戸
の
農
家
が

参
加
意
思
を
示
し
、
平
成
二
十
二
年
十
月
に

設
立
と
な
り
ま
し
た
。
現
役
員
の
岡
田
清
さ

ん
、
岡
野
文
冶
さ
ん
は
こ
の
時
ま
だ
退
職
前

で
し
た
が
退
職
後
を
見
越
し
て
積
極
的
に
参

加
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

●
中
山
間
地
の
集
落
営
農
形
態
は
地
域
事
情

に
よ
り
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
交
付
金
を
活

用
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。
特
に

小
規
模
と
高
齢
化
集
落
支
援
の
交
付
金
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
動
機
と
な
り
ま
し

た
。
高
齢
化
加
算
を
始
め
交
付
金
の
約
半
分

が
組
合
の
収
入
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
の
補
助
金
も
重
要
な
支
援
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
し
た
山
間
地
の
営
農

組
合
で
は
収
入
源
と
し
て
自
ら
の
売
上
金
を

確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
す
。
会
計

報
告
で
は
投
資
的
設
備
費
の
た
め
の
借
入
金

も
計
上
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

●
組
合
の
最
初
の
大
き
な
事
業
目
標
は
、

「
石
楠
籾
す
り
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
で
し
た
。

今
ま
で
は
各
農
家
が
個
別
に
縁
故
な
ど
を
頼

っ
て
作
業
委
託
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
期

が
集
中
す
る
こ
と
も
あ
り
不
便
さ
が
募
っ
て

い
ま
し
た
。
待
望
の
籾
す
り
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
た
の
は
平
成
二
十
三
年
八
月
、
こ
の
年

の
籾
す
り
量
は
百
八
十
五
俵
で
し
た
。
生
籾

と
ハ
ザ
掛
け
籾
で
は
乾
燥
度
に
違
い
が
あ
り
、

単
価
を
変
え
て
い
ま
す
。
基
本
料
は
六
千
円

で
、
概
算
で
生
籾
は
一
俵
千
八
百
三
十
円
の

事
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
を
組
合
の
第
二
期

事
業
と
し
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
充
実
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
所
有
す
る
農

業
機
械
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
特
に
コ
ン
バ

イ
ン
に
つ
い
て
は
緊
急
性
が
高
く
本
年
度
の

共
同
購
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
農
業
物
資

の
共
同
購
入
、
農
作
業
委
託
の
円
滑
化
、
導

入
設
備
の
効
率
化
な
ど
実
績
に
基
づ
き
よ
り

効
果
的
な
方
法
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
組
合
の
意
識
は
高
く
、
今
後
の
課
題
と
し

て
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
利
用
権
設
定
は

農
地
の
集
約
化
を
進
め
る
手
法
と
し
て
有
効

で
あ
る
。
当
組
合
が
主
導
的
に
営
農
を
行
う

た
め
に
も
、
利
用
権
設
定
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
」
、
ま
た
、
「
農
産
物

（
米
・
大
豆
な
ど
）
の
共
同
販
売
に
も
取
り

組
ん
で
、
組
合
経
営
の
多
角
化
を
目
指

す
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

石
楠
集
落
営
農
組
合
は
、小
さ
な
集
落
に

生
ま
れ
た
力
強
い
組
合
で
す
。今
後
の
さ
ら

な
る
発
展
と
他
地
域
の
模
範
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。  

（
大
橋
鋭
二・横
粂
鈞
委
員
）

完成したばかりの石楠籾すりセンターで、乾燥機の説明を受けている
組合員の皆さん。

石楠町の山間地水田を背景にして、左から会計の岡野文冶さん、組合
長の伊藤喜代司さん、副組合長の岡田清さんです。組合設立当時から
中心になって活動を進めています。

■
石
楠
集
落
営
農
組
合
■

中
山
間
地
集
落
営
農
の

モ
デ
ル
的
存
在
に
な
れ
ば

3
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豊
田
の
豊
か
な
自
然
で
と
れ
た
優
れ
た
産

品
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
の
価
値
を
改

め
て
市
民
に
身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

も
ら
い
、
さ
ら
な
る
農
業
の
振
興
と
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
募
集
し
、
平
成
二
十
四
年
三
月
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
消
費
者
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
特
徴
な
ど
の
「
売
り
」
を
豊

田
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
承

認
し
た
農
産
物
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
活
用
を
と
お
し
て
、

市
内
産
農
産
物
へ
の
興
味
と
理
解
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
、
「
豊
田
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
」
の
活
用
を
進
め
る
方
を
応
援
し
、
助
成

金
の
交
付
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
シ
ー
ル
の
交

付
、
法
被
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
農
政
課
（
℡
34―

６
６
４

０
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

市
は
集
落
や
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の

問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
、
地
域
に
お
け
る

話
し
合
い
に
基
づ
い
て
①
今
後
の
中
心
と
な

る
経
営
体
（
個
人
、
法
人
、
集
落
営
農
）
は

ど
こ
か
、
②
中
心
と
な
る
経
営
体
に
ど
の
よ

う
に
農
地
を
集
め
る
か
、
③
地
域
の
農
業
の

あ
り
方
（
主
要
生
産
品
目
、
経
営
の
複
合
化
、

六
次
産
業
化
な
ど
）
を
定
め
た
計
画
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
農
家
の
み
な
さ
ん
か

ら
集
め
た
意
見
や
、
十
三
の
地
域
（
挙
母
、

高
橋
、
上
郷
、
高
岡
、
猿
投
、
石
野
、
松
平
、

藤
岡
、
小
原
、
足
助
、
旭
、
稲
武
、
下
山
）

で
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、
地
域
農
業
の

「
未
来
の
設
計
図
」
と
し
て
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
国
の
新
規
事
業
と
し
て
「
青
年

就
農
給
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
四
十

五
歳
ま
で
に
独
立
・
就
農
し
た
方
に
対
し
、

年
間
百
五
十
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　

新
規
就
農
者
の
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の

間
（
最
長
五
年
間
）
を
支
援
し
ま
す
。

 

給
付
の
要
件 

⑴　

独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
四
十
五

歳
未
満
で
あ
り
農
業
経
営
者
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑵　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
独
立
・
自
営
就

農
し
て
い
る
こ
と

・
農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
就
農
者

本
人
が
有
し
て
い
る
こ
と

・
主
要
な
農
業
機
械
・
施
設
を
就
農
者
が

所
有
又
は
借
用
し
て
い
る
こ
と

・
生
産
物
を
就
農
者
本
人
の
名
義
で
出

荷
・
取
引
す
る
こ
と

・
農
産
物
等
の
売
上
げ
や
経
費
の
支
出
な

ど
、
経
常
収
支
を
就
農
者
本
人
の
名

義
の
通
帳
及
び
帳
簿
で
管
理
す
る
こ

と

⑶　

経
営
開
始
計
画
が
、
独
立
・
自
営
就
農

五
年
後
に
農
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と

⑷　

就
農
者
が
市
が
作
成
す
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

に　

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

⑸　

生
活
保
護
費
等
、
生
活
費
支
給
を
目
的

と
す
る
国
の
他
の
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

●
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　

就
農
希
望
者
が
農
業
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
の
習
得
の
た
め
の
研
修
に
専
念
す
る
間

（
最
長
二
年
間
）
を
支
援
し
ま
す
。

 

給
付
の
要
件 

⑴　

就
農
予
定
時
の
年
齢
が
四
十
五
歳
未
満

で
あ
り
農
業
経
営
者
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑵　

独
立
・
自
営
就
農
又
は
雇
用
就
農
を
目

指
す
こ
と

⑶　

県
が
認
定
し
た
研
修
機
関
・
先
進
農

家
・
先
進
農
業
法
人
で
概
ね
一
年
以
上
研

修
を
受
け
る
計
画
で
あ
る
こ
と

⑷　

常
勤
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い

こ
と

⑸　

生
活
保
護
費
等
、
生
活
費
支
給
を
目
的

と
す
る
国
の
他
の
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

は
、
既
に
給
付
さ
れ
た
給
付
金
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
適
切
な
研
修
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

②
研
修
修
了
後
一
年
以
内
に
独
立
・
自
営

就
農
又
は
雇
用
就
農
し
な
か
っ
た
場
合

③
給
付
期
間
の
一
．
五
倍
（
最
低
二
年

間
）
の
期
間
、
独
立
・
自
営
就
農
又

は
雇
用
就
農
を
継
続
し
な
い
場
合

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
農
政
課
（
℡
34―

６

６
３
９
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

農
業
改
良
資
金
は
、
農
産
物
加
工
や
販
売

を
始
め
る
場
合
、
あ
る
い
は
新
た
な
作
物
や

新
技
術
の
導
入
を
図
る
場
合
な
ど
、
農
業
者

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

 

対
象
者 　

認
定
農
業
者
、
主
業
農
業
者
、

認
定
就
農
者
な
ど

 

借
入
れ
の
条
件  

①
年
利
率
：
無
利
子
、
②

利
用
期
間:

十
年
以
内
（
据
置
期
間
三
年
以

内
）
③
利
用
限
度
額
：
個
人
五
千
万
円
、
法

人
一
億
五
千
万
円

 

詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
名
古
屋

支
店
農
林
水
産
事
業
（
℡
052―

582―

０
７
４

５
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

豊
田
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た

豊
田
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た

青
年
就
農
給
付
金
を
給
付

し
ま
す

青
年
就
農
給
付
金
を
給
付

し
ま
す

農
業
改
良
資
金
は
日
本
公
庫

が
融
資
し
ま
す

農
業
改
良
資
金
は
日
本
公
庫

が
融
資
し
ま
す

「
農
の
雇
用
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

ご
存
知
で
す
か

相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

人・農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

人・農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

TOPIC
S

制度の
紹介

TOPIC
S

制度の
紹介
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豊
田
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た

青
年
就
農
給
付
金
を
給
付

し
ま
す

農
業
改
良
資
金
は
日
本
公
庫

が
融
資
し
ま
す

　

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
農
業
法
人
等
が

従
業
員
を
新
た
に
雇
用
し
て
、
農
業
技
術
な

ど
の
研
修
を
す
る
場
合
に
、
研
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
「
農
の
雇
用
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

助
成
内
容 　

研
修
生
一
人
当
た
り
年
間
最

大
百
二
十
万
円
を
最
長
二
年
間

 

募
集
期
間 　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

〜
十
二
月
十
四
日
（
第
四
回
募
集
）

 

主
な
要
件 

①
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

②
税
務
署
に
給
与
支
払
い
事
務
所
等
の
開
設

届
け
を
提
出
す
る
こ
と

③
こ
の
事
業
と
期
間
が
重
複
す
る
他
の
公
的

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
研
修
生
が
農
業
法
人
等
の
代
表
者
の
三
親

等
以
内
で
な
い
こ
と

⑤
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
三
十
五
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と

⑥
研
修
生
は
農
業
経
験
五
年
以
内
で
雇
用
期

間
の
定
め
の
な
い
正
規
の
従
業
員
と
し
て

雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と

⑦
研
修
生
が
過
去
に
当
該
農
業
法
人
等
の
正

規
の
従
業
員
で
な
か
っ
た
こ
と

　

申
込
み
、問
合
せ
は
愛
知
県
農
業
会
議（
℡

052―

962―

２
８
４
１
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
相
続
し
た
人
が
引
き
続
き
農
業
を

継
続
す
る
場
合
、
農
地
の
価
格
の
う
ち
、
農

業
投
資
価
格
（※

）
を
超
え
る
相
続
税
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
一
定
期
間

納
税
を
猶
予
し
、
そ
の
期
間
、
農
業
経
営
が

継
続
さ
れ
た
と
き
、
相
続
税
の
納
税
を
免
除

す
る
制
度
で
す
。

 

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、申

告
期
限
内
に
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る
「
相

続
税
納
税
猶
予
適
格
者
証
明
」
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
税
務
署
で
手
続
が
必
要
で
す
。

※

農
地
が
恒
久
的
に
農
業
の
用
に
供
さ
れ
る

と
し
た
場
合
に
通
常
成
立
す
る
と
認
め
ら

れ
る
取
引
価
格
と
し
て
国
税
局
長
等
が
決

定
し
た
価
格

 

納
税
税
猶
予
期
限 

 

納
税
猶
予
期
限
は
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
早

い
日
と
な
り
ま
す
。

①
農
業
相
続
人
が
死
亡
し
た
日

②
農
業
相
続
人
が
生
前
一
括
贈
与
を
し
た
日

③
旧
法
七
十
条
の
六
適
用
者
は
二
十
年
間
農

業
を
継
続
し
た
日

※

納
税
猶
予
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
は
、
耕

作
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
！
耕
作
を
継
続
で
き
な
い
場
合
、

納
税
猶
予
期
間
が
確
定
し
、
利
子
を
加
算
の

上
、
納
税
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

納
税
猶
予
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

●
被
相
続
人
の
要
件

①
死
亡
の
日
ま
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
人

②
生
前
一
括
贈
与
（
贈
与
税
納
税
猶
予
）
を

し
た
人

③
死
亡
の
日
ま
で
特
定
貸
付
け
を
行
っ
て
い

た
人

●
農
業
相
続
人
の
要
件

①
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
農
業
経
営
を

開
始
し
、
そ
の
後
、
引
き
続
き
農
業
経
営

を
行
う
人

②
生
前
一
括
贈
与
を
受
け
た
受
贈
者

③
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
特
定
貸
付
け

を
行
っ
た
人

 

農
地
を
貸
付
け
し
て
も
納
税
猶
予
制
度
は 

 

使
え
ま
す 

　

従
来
の
制
度
で
は
、
自
ら
農
業
を
行
っ
て

い
な
け
れ
ば
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
、
市
街

化
区
域
外
の
農
地
に
限
り
、
利
用
権
設
定
等

に
よ
る
農
地
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
場
合
も

制
度
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
前
に
相
続
税
の
納
税
猶
予
制

度
の
適
用
を
受
け
た
人
も
相
続
人
が
死
亡
す

る
ま
で
の
間
、
農
地
の
貸
付
け
を
行
っ
た
場

合
は
納
税
猶
予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
℡
34―

６
６
３
９
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
農
の
雇
用
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
農
の
雇
用
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

ご
存
知
で
す
か

相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

ご
存
知
で
す
か

相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

人・農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

■農業委員に関するお問合せは
　農業委員会事務局（TEL34－6639）

豊田市の農業委員は
次の皆さんです。

【平成24年度　敬称略・順不同】

地区

挙母

上郷

高岡

猿投

高橋

松平

藤岡

小原

足助

下山

旭

稲武

氏　名
光輪　龍雄
水野　勝彌
石川　範明
板倉　速雄
加藤　和男
岡田　善明
佐藤家三男
成田　　悟
清水　雅洋
都築　猶之
花井　靖雄
中野　政好
杉本　　久
安田　稔生
前田　文雄
稲垣　壽男
奥村八千子
赤川　　学
内田　道広
𠮷田　修次
梅村　源次
鈴木　正人
横粂　　鈞
安藤 加代子
鈴木　正幸
梅田　仁一
柴田　釟義
今井　　靖
宇野　金造
大橋　鋭二
伊藤矢須子
中村　正寿
山内　昭一
尾形　戦一
牛田　朝見
土屋　鎬示
原田　鈔治
髙橋　　鎭
加納　一範
小林　　学
鈴木　　博
中根　清茂
荻野　正昭
渡邉　　実
近藤　　清
𠮷原　克己
塚田　光生

住　所
樹 木 町
東梅坪町
柿 本 町
今　　町
樹 木 町
福 受 町
鴛 鴨 町
畝部東町
永 覚 町
中 　 町
駒 場 町
前 林 町
上 丘 町
若林西町
西 岡 町
花 園 町
荒 井 町
加 納 町
浄 水 町
上 原 町
藤 沢 町
大 畑 町
保 見 町
井 上 町
野 見 町
平 井 町
市 木 町
百 々 町
中垣内町
松 平 町
岩 倉 町
西中山町
木 瀬 町
永太郎町
下仁木町
西細田町
綾 渡 町
下国谷町
怒田沢町
四ツ松町
栃ノ沢町
花 沢 町
黒 坂 町
万 町 町
余 平 町
黒 田 町
押 山 町



　

足
助
地
区
霧
山
町
の
住
民
が
お
ひ
さ
ま
コ

ー
ン
、
紅
あ
づ
ま
収
穫
祭
に
向
け
て
、
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
の
苗
二
千
本
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の

つ
る
五
百
本
の
植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
七

月
下
旬
に
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
祭
を

行
い
、
十
月
上
旬
に
は
枝
豆
、
紅
あ
づ
ま
収

穫
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霧
山
耕
流
会
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

山
里
の
住
人
と
と
も
に
農
作
業
に
参
加
し
、

収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
霧
山
耕

流
会
の
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
学
委
員
）

6

霧
山
耕
流
会
で
収
穫
祭
の

準
備
始
ま
る

霧
山
耕
流
会
で
収
穫
祭
の

準
備
始
ま
る

　

「
二
年
前
、
両
親
が
実
家
へ
戻
る
の
を
き

っ
か
け
に
、
旭
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
地

域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
」
と

話
す
の
は
旭
地
区
の
太
田
町
に
在
住
の
高
山

太
朗
さ
ん
（
31
歳
）
で
す
。

　

高
山
さ
ん
は
太
田
町
に
来
る
前
か
ら
農
業

に
携
わ
っ
て
お
り
、
ブ
ド
ウ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
等
の
栽
培
方
法

を
、
主
に
先
進
農
家
で
働
き
な
が
ら
勉
強
し

て
き
ま
し
た
。
旭
地
区
で
就
農
す
る
に
当
た

っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た
品
目
で
は
他

の
産
地
と
比
べ
て
不
利
で
あ
る
こ
と
や
、
旭

地
区
の
気
候
や
風
土
に
あ
っ
た
も
の
を
と
考

え
、
祖
父
が
栽
培
し
て
い
た
こ
と
や
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
然
薯
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
優
良
種
苗
の

「
夢
と
ろ
ろ
」
を
主
体
と
し
て
、
日
々
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　

（
渡
邉
実
委
員
）

田
舎
暮
ら
し
で
自
然
薯
栽
培

田
舎
暮
ら
し
で
自
然
薯
栽
培

　

稲
武
地
区
の
夏
焼
町
、
国
道
百
五
十
三
号

線
沿
い
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
山
里Cyafe

（
ち
ゃ
ふ
ぇ
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　

道
沿
い
に
は
特
に
目
立
っ
た
看
板
も
な
く
、

思
わ
ず
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
た
た
ず

ま
い
で
す
が
、
ひ
と
た
び
お
店
の
中
に
入
る

と
昭
和
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
感
覚
に
陥
り
ま
す
。

　

山
里Cyafe

を
経
営
さ
れ
て
い
る
の
は
可

児
和
義
さ
ん
と
仁
熊
信
子
さ
ん
で
す
。
山
里

Cyafe

で
は
、
お
二
人
が
栽
培
し
た
新
鮮
な

野
菜
や
、
地
元
の
川
で
と
れ
た
川
魚
な
ど
、

旬
の
食
材
を
お
客
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
　

山
里Cyafe

で
は
お
店
で
の
飲
食
の
ほ
か
、

季
節
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

を
体
験
す
る
米
作
り
体
験
や
、
ニ
ワ
ト
リ
を

絞
め
、
食
べ
る
こ
と
で
命
を
知
り
、
命
の
あ

り
が
た
さ
を
知
る
「
命
を
い
た
だ
く
」
な
ど
。

山
里
の
暮
ら
し
に
触
れ
、
自
然
の
大
切
さ
農

業
の
あ
り
が
た
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
三
月
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
里
い

な
ぶ
の
近
く
に
地
元
稲
武
産
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
の

米
粉
を
百
％
使
用
し
た
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
の
店
「
ア
ト
リ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

小
麦
を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
、
小
麦
ア
レ

ル
ギ
ー
の
方
に
も
安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ

け
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

　

お
問
合
せ
は
菜
園
れ
す
と
ら
ん
山
里

Cyafe

（
ち
ゃ
ふ
ぇ
）
（
83
│
３
０
０
３
）

ま
で

（
渡
邉
実
委
員
）

稲
武
の
山
里
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

稲
武
の
山
里
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

TOPIC
S

農家さん
TOPIC

S

農家さん

収穫祭に向けて植付けを行っています。手作業で一つひと
つ心をこめて育てるので、収穫の喜びもひとしおです。

「夢とろろ」は稲武の農業総合試験場で誕生
した豊田市ブランドのひとつです。秋の収穫
が待ちどおしい。

稲武産ミネアサヒを100％使用したシフォンケーキです。

レトロな雰囲気が漂う店内。趣き深い家具や品物が並んでいます。

霧
の
山
里
で
キ
ノ
コ
栽
培

新
し
い
魅
力
「
下
山
紅
茶
」
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霧
山
耕
流
会
で
収
穫
祭
の

準
備
始
ま
る

田
舎
暮
ら
し
で
自
然
薯
栽
培

稲
武
の
山
里
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン紅く澄んだ下山紅茶。まずはストレートでお召し上がり

ください。

アルミパックでしっかりと香りとおいしさを閉じ込めました。

　

小
原
の
山
間
、
西
細
田
町
に
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
む
百
坪
程
の
施
設
の
中
で
、
キ
ノ
コ

た
ち
が
静
か
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
の
子
園
を
営
む
の
は
中
垣
義
司
さ
ん
と

奥
さ
ん
の
美
幸
さ
ん
で
す
。
中
垣
さ
ん
は
小

原
の
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
一
時
、
名
古
屋
市

内
で
就
職
を
し
ま
し
た
が
、
「
地
元
に
戻
っ

て
農
業
を
や
り
た
い
。
」
と
い
う
思
い
か
ら

二
十
年
前
に
一
念
発
起
し
キ
ノ
コ
栽
培
と
い

う
未
知
の
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
栽
培
に
当
た
っ
て
長
野
県
の
キ
ノ

コ
農
家
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、
小
原
の

地
に
適
し
た
生
育
環
境
を
整
え
る
ま
で
に
二

〜
三
年
の
年
月
を
費
や
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
マ
イ
タ
ケ
を
主
と
し
て
、
シ
メ
ジ

や
ナ
メ
コ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
栽
培
方
法
は
、
①
洗
浄
し
た
ビ
ン
に
、
水

分
調
整
を
施
し
た
お
が
粉
な
ど
を
詰
め
て
菌

床
を
作
り
、
②
雑
菌
の
加
熱
殺
菌
を
施
し
た

後
、
③
キ
ノ
コ
菌
の
種
付
け
を
行
い
、
④
第

一
培
養
、
第
二
培
養
と
二
度
の
培
養
処
理
を

行
っ
た
後
、
④
芽
出
室
で
の
最
終
培
養
と
、

種
付
け
か
ら
約
四
十
五
日
前
後
で
収
穫
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
穫
後
の
菌
床
は
処

理
を
施
し
、
近
隣
農
家
に
肥
料
と
し
て
再
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

マ
イ
タ
ケ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
栄
養
豊
か
な
食
材
で

す
。
特
に
食
物
繊
維
を
構
成
す
る
β
グ
ル
カ

ン
は
身
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る

と
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
健
康
食
品
と

し
て
も
多
く
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

中
垣
さ
ん
は
、
輸
入
原
料
を
使
用
せ
ず
、

徹
底
的
に
国
産
の
原
料
に
こ
だ
わ
っ
て
キ
ノ

コ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
量
を
増

や
す
増
収
剤
や
そ
の
ほ
か
の
農
薬
も
一
切
使

用
し
て
い
な
い
た
め
、
体
に
良
く
、
安
心
し

て
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
秋
、
冬
に
向
け
て
、
旬
を
迎
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
の
香
り
と
味
を
試
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。　

お
問
合
せ
は
、
中
垣

き
の
子
園
（
65
│
１
２
２
７
）
ま
で

（
土
屋
鎬
示
委
員
）

霧
の
山
里
で
キ
ノ
コ
栽
培

霧
の
山
里
で
キ
ノ
コ
栽
培

　

下
山
地
区
と
い
え
ば
、
名
産
品
の
一
つ
に

「
お
茶
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
、
昭

和
四
十
年
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
実
に
五
十
年

近
く
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
ま
す
。

　

田
平
沢
町
の
藤
澤
鉱
治
さ
ん
は
、
お
茶
農

家
の
二
代
目
と
し
て
、
現
在
、
約
五
反
の
茶

畑
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
有
機
栽

培
」
に
こ
だ
わ
り
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
一

切
使
わ
ず
、
手
間
を
か
け
て
栽
培
を
し
て
い

ま
す
。　

　

藤
澤
さ
ん
は
下
山
茶
の
新
し
い
魅
力
を
引

き
出
す
べ
く
、
四
年
ほ
ど
前
か
ら
「
紅
茶
」

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
初
は
年

間
十
〜
二
十
㎏
の
生
産
量
で
し
た
が
、
今
で

は
二
百
㎏
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

煎
茶
と
紅
茶
で
は
茶
葉
の
種
類
が
異
な
る

の
か
と
思
い
き
や
、
茶
葉
そ
の
も
の
は
同
じ
。

そ
れ
ぞ
れ
製
法
が
異
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

茶
葉
を
完
全
発
酵
さ
せ
乾
燥
す
る
と
紅
茶
、

発
酵
さ
せ
ず
に
乾
燥
す
る
と
煎
茶
、
半
発
酵

さ
せ
た
も
の
が
烏
龍
茶
と
な
り
ま
す
。

下
山
紅
茶
の
お
い
し
い
い
た
だ
き
方
を
藤
澤

さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
普
通
の
急
須
に

お
茶
と
湯
を
入
れ
、
ふ
た
を
し
て
一
分
三
十

秒
待
つ
。
そ
れ
を
カ
ッ
プ
に
注
ぎ
、
ま
ず
は

ス
ト
レ
ー
ト
で
香
り
と
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。
」
と
の
こ
と
。

　

今
年
の
六
月
に
は
市
内
の
ホ
テ
ル
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
下
山
茶
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
「
下
山
茶
フ
ラ
ン
ス
料

理
」
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
お
客

さ
ん
た
ち
の
舌
を
う
な
ら
せ
た
そ
う
で
す
。

藤
澤
さ
ん
は
、
「
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
下

山
茶
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
。
」
と
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　

（
小
林
学
委
員
）

新
し
い
魅
力
「
下
山
紅
茶
」

新
し
い
魅
力
「
下
山
紅
茶
」

菌床を確認する中垣さん。温度と湿度の管理、
雑菌の混入防止に気を使っているそうです。

中垣きの子園自慢のキノコ。風味豊か
でヘルシーなのが特徴。ぜひ、一度ご
賞味ください。

や
ま
あ
い



　

毎
年
、
八
月
一
日
付
で
「
農
地
基
本
台

帳
」
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
地
の
利
用
状
況
は
必
ず
ご
記
入
を

　

調
査
票
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
各
農
地

の
「
利
用
状
況
」
欄
は
、
「
水
田
」
「
普

通
畑
」
「
耕
作
放
棄
」
な
ど
、
必
ず
現
在

の
利
用
状
況
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査

票
を
ご
提
出
い
た
だ
か
な
い
と
、
農
家
証

明
が
出
な
か
っ
た
り
、
農
地
を
取
得
し
よ

う
と
し
て
も
経
営
面
積
が
不
足
し
た
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
記
入
は
、
記
入

例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
正
確
に
お

願
い
し
ま
す
。

■
貸
付
希
望
農
地
を
調
査
し
ま
す

　

豊
田
市
で
は
「
農
地
バ
ン
ク
制
度
」
に

よ
り
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
基
本
台
帳
の
調
査
に
合
わ
せ
て
貸

付
希
望
農
地
の
調
査
を
行
い
、
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
情
報
を
も
と
に
、
担
い
手
農
家

や
新
規
に
就
農
を
希
望
さ
れ
る
人
に
あ
っ

せ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34―
６
６
３
９
）
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編
集
後

編
集
後
記

編
集
後
記

おお
知知
らら
せせ

　農業委員会では、毎年、遊休農地の調査を行っていま
す。各農業委員が担当地区内の農地を見回り、耕作放棄
されていないか、許可を受けずに駐車場などに転用さ
れていないかなどを確認しています。
　調査をする中で担い手がなく、雑草や雑木が茂る農地
を見ると、「早く手を打たなければ！」という急迫の思い
にかられます。
　市農業委員会では、所有者が管理できなくなった農地
を新規就農希望者や担い手にあっせんする「農地バンク
制度」を展開しております。農地の管理でお困りの方は、
ぜひ「農地バンク制度」をご利用いただき、農地の有効
利用にご協力ください。 （農業委員会長　光輪龍雄）

記
入
は
正
確
に

農
地
基
本
台
帳
調
査

情
報
満
載
の
農
業
者
向
け

全
国
農
業
新
聞

老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
！

農
業
者
年
金

声
農業委員の農業委員の

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
発
刊

の
新
聞
で
農
業
の
話
題
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
読
む
の
は
大
変
、
一
か

月
だ
と
遅
い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
の
新
聞
で
す
。
全
国
農
業
新
聞
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
分
か
り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解
説

②
み
ん
な
知
り
た
い
経
営
・
流
通
の
最
新

情
報
が
満
載

③
く
ら
し
と
地
域
に
活
力
を

④
女
性
の
元
気
を
応
援

⑤
文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い

■
購
読
料　

月
六
百
円

■
申
込
み　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34―

６
６
３
９
）

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
安
心
を
お

届
け
す
る
農
業
者
年
金
に
ご
加
入
さ
れ
て

い
ま
す
か
？　

農
業
者
年
金
は
、
加
入

者
・
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
み

立
て
方
式(

確
定
拠
出
型)
の
公
的
年
金
で

す
。
貯
金
す
る
感
覚
で
加
入
で
き
、
税
制

面
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

①
六
十
歳
未
満　

②

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者　

③
年
間
六

十
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人　

以

上
の
要
件
を
満
た
す
人

※

配
偶
者
や
後
継
者
等
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
保
険
料　

月
二
万
円
〜
六
万
七
千
円
の

間
の
千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が
選
べ
、

六
十
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み
立
て
ら
れ

ま
す
。
加
入
・
脱
退
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か　

認
定
農
業
者
等
は
助
成
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委

員
会
事
務
局(

℡
34―

６
６
３
９)

ま
た
は

あ
い
ち
豊
田
農
協
（
℡
31―

２
３
２
６
）

　

今
年
も
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
こ
こ
に

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
「
農
業
の
楽
し
さ
と
大
切

さ
」
を
伝
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
記

事
の
収
集
に
取
り
組
み
、
遂
に
は
鈴
木
公

平
前
市
長
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

他
の
農
家
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
工
夫
と
研
究
を
し
て
お
ら
れ
、

魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
の
魅
力
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
耳
寄
り
な
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
編
集
委
員
長　

都
築
猶
之
）

全国農業新聞は情報満載
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